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トトレレンンドドのの中中心心、、六六本本木木でで国国際際支支援援アアピピーールル  
～～大大型型ススククリリーーンン活活用用ししNNGGOO「「CCMM」」～～  

 

 

情報や流行の発信地として注目され、六本木ヒルズの開発でビジネス拠点としても脚光を

浴びる街、東京・六本木。この街に集まるトレンドに敏感な人たちに、NGO による緊急

人道支援や復興開発支援の取り組みをアピールするため、ピース ウィンズ・ジャパン

（PWJ、本部＝東京・世田谷区、統括責任者＝大西健丞）は10月 1日から、待ち合わせ

スポットとしても知られる六本木交差点の大型街頭スクリーンを活用したデジタル広告を

スタートさせます。こうした媒体による NGO 支援のアピールは、これまであまり例がな

いものと思われます。 

 

 

広告は、30 秒で、PWJ のスタッフが支援活動中に撮影した写真を活用。治安悪化のなかで

実施されるイラクでの巡回医療や、アフガニスタンのテント村・道路建設、食糧を口にほ

おばるシエラレオネの難民キャンプの子どもに焦点を当てています。映像の編集も PWJ の

スタッフが行いました。 

 

 

活用するスクリーンは、株式会社誠志堂ワールド（代表取締役＝枻川誠一）が運営する

「SEISHIDOVISION」（幅 4.8 メートル、高さ 3.6 メートル）。毎日午後 6 時から午前 1 時ま

での毎時 52～54 分ごろ、1日に計７回放送されます。 

 

 

商業ベースの媒体を利用した広告は、大きな成果が期待できる一方、NGO にとってはその

費用負担が課題となります。今回は、誠志堂ワールドの「六本木から、商業コマーシャル

だけではなく、社会的なメッセージを発信していきたい」という思いと、PWJ の「六本木

を歩く人たちに国際支援のことをもっと知ってほしい」という希望が一致。誠志堂ワール

ドの協力を得て、大型スクリーンによる NGO の「CM」が実現しました。 

 

 

PWJ では、これまで国際協力のことをあまり知らなかった人たちも含め、ぜひ多くの人に

CM を見ていただき、国際支援に参加していただきたいと願っています。 

 

 
 

 

このニュースリリースに関するお問合せは、ピース ウィンズ・ジャパン広報担当までお願いします。 
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